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Summary 
This soil nematological Notes reports some results of Investigations on the Soil Nema-
todes in our laboratory of Plant Protection, requested by another experimental Stations 
etc. as memorandum book. In this first report contains the following investigations: 
1. Notes on the Nemic-Fauna of the soils of Asparagus cultivated-field in the Aso agricul-
tural experimental Station (Kumamoto Perfecture), referring to the abnormal growth of 
Asparagus. 
2. Notes on the Nemic-Fauna of the Soils of the Keya Golf Lihk (Fuk此aPerfecture), 
re£erring to the Yellow patch of the turf. 
3. Notes on the differences of the Nemic-Fauna of the soils of orange tree orchard 
between the present plantation and the 3 or 4 years ago superannulated plantation, 
referring to the population density of the citrus nematode. 
4. Notes on the Nemic-Fauna of the nursery bed-soil of the orange tree, referring to the 
abnormal growth caused by the repeated cultivation. 
5. Notes on the Nemic-Fauna of the paddy field soils referring to the population density 
of the Rice root burrowing nematode in the much harvesting paddy field. 
6. Notes on the Nemic-Fauna of the soils of the Fig orchard. 
7. Notes on the differences of the Nemic-Fauna between the several exerimental division-
soils treated by Nematicides and that of the untreated soil for the control of the damages 
of growth caused by the repeated cultivation of Lilium longiflorum. 
8. Notes on the Root lesion nematode found in the nursery bed soil of the white Fir 
(Abies sachlinensis) in the suburbs of Sapporo-City, referring to the abnormal growth 
of the nursery. 
植物保護学研究室では，各地から土壌線虫類についての種類の同定や土壌調査などの依頼をう
け，その都度，その結果を依頼者に報告してきているが，折角の調査であり，結果を随時整理し
て記録に残しておけば，今後の参考資料にもなると思い，覚書として順次記載しておく乙とにし
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7こ．
今回は次の8項目について調査結果の概要を報告する．
1. 熊本県阿蘇のアスパラガス畑の土壌線虫相と根内寄生線虫の種類について
2. 福岡県糸島郡芥屋のゴルフ場の枯芝地の土壌線虫相について
3. 旧ミカン園土壌での線虫相について
4. 福岡県園芸試験場内のミカン首木畑土の線虫相について
5. 佐賀市東与賀，山田義親氏の米多収穫競作田の線虫相lζついて
6. 久留米農林省園芸九州支場内のイチヂク畑土の線虫相について
7. 久留米農林省園芸試験場九州支場内でのテッポウユリの連作障害防除試験の試験区土壌の
線虫相の比較について
8. 北海道札幌市近郊の民有樹苗畑のトドマツ床替苗畑のネグサレセンチュウの純＃lの同定lと
ついて
資料 1
熊本県阿蘇のアスパラガス畑の土壌線虫相と根内寄生線虫の種類について
(I) 目的と採集地：熊本農業試験場阿蘇分場内でアスパラガ、スの栽培試験を行なっているが，
線虫の被害が著しいので，どんな種類がいるのか調査してほしい旨添書して，土壊と根とが
分場から送られてきた．
(2) ;1).~ft材料の採集月日：昭和42年（1967) 1月23日
(a) 調査方法：（根） Goodcy染色を行った後水洗し， 7096アルコーノレで般を脱色後検鋭した．
（土壌）彼辺土峻50gr.を2点とり， Bacrmann氏法によって線虫を分離（25°C,24時間処理）
し， TAF液で固定して同定した．
(4) 調査結果：検出した線虫類を生熊群別に分類すれば1¥'H表のとおりであった．
(5) 考察：植物寄生種は総検出線虫数の中で77.5%を占め，種類も 7積iζ及んでいたが，それ
らの中で90.6%はネコプセンチュウ類（Meloidogynespp.）であった． なお検出 1＼来た
Meloidogyneはいずれも第2期幼虫であったが，幼虫の形態や体制定値からみると， M. 
incognita acritaとM.haplaとが混っていた．一方根内寄生種を分縦したが，それらはいず
れも Meloidogyne属のものであった．自活種は全検出線虫数の22.596 を r~iめていた．捕食
却は皆無であった．このような結果からみれば，現地での生育附害の原因のーっとしてネコ
プセンチュウ類の寄生を挙げることが出来るようである．
A. Plant Parasitic nematodes （縞物寄生極）
線 虫 の 種 属 名
Tylenchus sp. 
Meloidogyne spp. 
Aphelenchcoides sp. 
Aphelenchusゅ1p.
Paraphelenchus sp. 
Hirschmanniellaφ． 
Helicoりlenchussp. 
total 
第 表：
No. I 
% 
60 (93. 8) 
3 
64 (72. 7) 
No. 2 
% 
49 (87. 4) 
2 
2 
56 (82. 3) 
平均
% 
54.5 (90.6) 
60 (77.5) 
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Saprophagous nematodes （自活種）
Cψhalobus spp. 
Eucephalobus spp. 
Doてylaimusspp. 
Acrobeloides spp. 
Teratocψhalus sp. 
Monhysterella sp. 
Rhabditisゆ．
Plectus sp. 
??ヮ??
?
??
??
????
??
ー
B. 
18 (22. 5) 12 (17. 7) 24 (27. 3) total 
c. 
備考： totalの数字の横の（）内は，総検出数1L対する%である．
Meloidogyne spp.の数字の横の（）内は PlantParasitic nemas中1L占める Meloidogynespp.の%
である．
0 (0) 
78 (JOO. 0) 
。
0 (0) 
68 (JOO. 0) 
。
0 (0) 
88 (100. 0) 
Predacuous nematodes （捕食性線虫類）
total 
Total 
第 2表：
Dzりlenchusψ．
Aphelenchoides sp. 
乃／enchussp. 
total 
10.6 o/ 
7.5 
5.8 
(23. 8) 
40.0 o/ 
32.0 
24.0 
100.。
??????
A. Plant parasitic nematodes 
Free living nematodes 
Eucephalobus sp. 
Dorylaimus sp. 
Acrobeloides sp. 
Cψhalobus sp. 
Chronogaster sp. 
Tobri/us sp. 
Prismatolaimus sp. 
Alaimus sp. 
total 
57. 7 
5.8 
5.8 
2.8 
I. 0 
I. 0 
I. 0 
I. 0 
(76. 2) 
76.0 
7. 7 
7. 7 
3.8 
I. 2 
I. 2 
I. 2 
I. 2 
100.。
???
?。
?
????
?? ?
?
??
B. 
C. Predaceous nematodes 
0 
100.。。0 104 Total 
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資 料 2
福岡県糸島郡芥屋のコツレフ場の枯芝地の土壌線虫相について
(1) 目的と採集地：元福岡県農試病虫部勤務の立石巌氏が，福岡県糸島郡芥屋のゴノレフ場の黄
枯現象をおこしていた芝生の下の土壌を採集持参し，線虫相の調査を依頼された．
(2) 調査材料の採集月日：昭和41年（1966)1月27日．
(3) 調査方法：持参された土壌をよく混ぜ合せ中 50grについて Baermann氏法によって線虫
を分離（定温器 25。c,48時間）し，検鏡同定した．
(4) 調査結果：調査結果は第2表l乙示すとおりである．すなわち植物寄生種は全検出線虫数中
約24%を占め， ζれらの中 Ditylenchussp. か 44~ぢ， Aphelenchoides sp. が 32~ぢを占めてい
た．捕食種は全く検出出来なかった．自活種の大部分のものは Eucephalobus属のものであ
っ7こ．
資 料 3
旧ミカン園土壌での線虫相について
(1) 目的と採集地：久留米農林省園芸試験場内の現在ミカン栽培中の園土（A）と 3～4年前ま
第 3 表：
A. Plant parasitic nematodes A B 
乃lenchulussemiψenetrans 25 。
Rotylenchus sp. 2 。
Paradontus sp. ? 。 9 
Helicotylenchus eヮthrinae 。 4 
Paraphelenchus sp. 。 3 
Macrotrophulus sp. 。
total 27 (17.3%) 17(19.1%) 
B. Free living nematodes 
Rhabditis sp. 61 39 
Cephalobus sp. 19 
Dorylaimus sp. (I) 4 4 
， (2) 2 
， (3) 。 2 
I/ (4) 。
， (5) 。 2 
Plectus sp. 2 。
Jり1golaimussp. 。
Monhystera sふ 。
total 89 (57.0%) 54 (60. 7%) 
C. Predaceous nematodes 
Mononchus sp. (1) 。 9 
， (2) 40 9 
total 40 (25. 7 %) 18 (20. 2%) 
Total 156 89 
77 
でミカンが栽植されていたが，現在は栽植されていない園土（B）との土壌線虫相を比較し，
線虫相がどのように変化しているかを明らかにする．
(2) 土壌採集月白：昭和38年（1963)6月．
(3) 調査方法：各国区の3点の土壌を採集し，各々よく混合し，各区 150grの土壌を選出し，
乙れらについて Baermann氏法によって線虫を分離検鏡した．
調査結果：乙の結果は第3表lζ示すとおりである．
すなわち，旧ミカン園土（B）の総検出虫数は現在ミカン栽培中の園土（A）の57%にすぎず，
ミカンネセンチュウ（Tylenchuluspemi-penetrans）の幼虫は全く検出出来なかった．
しかし，生態別割合をみれば A,B聞に大差はないが，わずかに捕食種の割合が， B区で
低いといったことが注目出来る．
(5）考察：3～4年間ミカンが栽植されていないとミカンネセンチュウはほとんど残存しない
ようにみえる． ミカン栽植中の園土では有機物の分解に関連の深い Rhabditis,Cephalobus 
属などの自活種がかなり多いようにみえる．しかしながら， AB共K普通の畑土の場合に比
べて，線虫の検出数がかなり少なかった．
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(4) 
線虫の分
4 
福岡県園芸試験場内のミカン苗木畑土の線虫相について
(1) 目的と採集地：福岡市十三田の県園芸試験場内のミカン苗床土の線虫相の調査を依頼され
調査した．苗木の生育があまりよくない苗床土である．
(2) 採集月日：昭和38年（1963)10月．
(3）調査方法：苗床土を床より 3点採集し，
離は Baermann氏法によった．
料
各々 lOOgr土中の線虫相を調査した．
資
表：4 第
total o/ 
14 
(15) (25. 3 o/o) 
3 
0 
7 
(7) 
2 
）?
????
（?
3 
(4) 
A. Plant parasitic nematodes 
???
?
?
??
?
???
?
?? ? ????? ?? ? ? ? ， ??
?
??
??
B. Free living nematodes 
Rhabditisφ. (I) 
II (2) 
Cψhalobus sp. 
Plectus sp. 
Monhystera sp. 
Dorylaimusゆ.(I) 
total 
IO 
5 
9 
4 
2 
8 
(38) 
）?
???
?
?
? ? ?
???
（?
2 
2 
7 
0 
2 
(14) 
5 
3 
3 
2 
(15) (64. 5%) 
Predaceous nematodes c. 
3 
2 
(6) (10.2%) 
59 (100.0%) 
）?
??????
（??
??
?
?
??）?
????
??
?
? ?
Mononchus sp. (I) 
(2) 
Tripyla sp. 
total 
Total 
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(4) 調査結果：第4表に示すとおりである．すなわち植物寄生種は全検出線虫数の25.3%を占
め，その大部分のものはミカンネセンチュウ（Tylenchulussemi-penetrans）であり，一部ネ
グサレセンチュウ（Pratylenchusvulnus）が混棲していた．
(5) 考察：ミカン苗の生育が思わしくない床土中にはミカンネセンチュウ Tylenchulussemi-
penetrans）の幼虫が多数生棲しているようである．
資料 5
佐賀市東与賀，山田義親氏の米多収穫競作田の線虫相について
(1) 目的と採集地：佐賀市東与賀の山田義親氏の米多収穫競作水田の土壌線虫相をこの水田l乙
隣接した普通水田（根ぐされ多発水田）のそれとを比較してみた なお山田氏の lOa当り
第 5 表：
Genus Yamada’s ~：~g~~~ll Paddy field 
* Plant parasitic Nematodes 
Hirschmanniella oヮ＇Zae 10 26 
乃lenchusゆ・ 2 
Aphelenchoides sp. 19 。
Meloidogyne sp. 。
Helicoり•lenchussp. 。
total 32 (22. 5%) 28 (28.6%) 
* Free living Nematodes 
Doヮlaimussp. 7 8 
Cephalobus sp. 28 2 
Mon紗＇sterasp. 23 26 
Acrobeloides sp. II 4 
Chronogaster sp. 6 10 
Plectus sp. 7 。
Rhabdolaimus sp. 6 。
Achromadora sp. 4 2 
Alaimus sp. 3 4 
Rhabditis sp. 2 。
Tobrili田 sp. 2 4 
Eucephalobusψ． 2 。
Prismatolaimus sp. 。 2 
Gymnolaimusゆ． 。
Domorganus sp. 。
Wilsonema sp. 。
total 104 (73. 3%) 62 (63. 2%) 
* Predaceous Nematodes 
Mononchusゆ． 3 6 
Miconchus sp. 。
Tripyylaゆ． 2 2 
total 6 (4. 2%) 8 (8. 2%) 
Total 142 (100.0%) 98 (100.0%) 
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収量は 857kg(1965年度）～775kg(1966年度），品種は「シラヌイjである．
(2) 採集月日：昭和41年（1966)11月22日（収穫後）
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(3) 調査方法：収穫後の水田から各々 5地点の土壌を採集し，各々よく混合し， 50gr土を各
々4点選出し，各々 Baermann氏法（25°C,24時間）によって線虫を分離し，競作水田と
隣接水田別に土壌 200grとして集計し比較した．
(4) 調査結果：第5表lζ示すとおりである．すなわち，山田氏の競作水田の線虫相は隣接水田
のそれに比べて概して長富であり，総検出虫数では約1.5倍を示していた．生態別割合lと換
算してみると両者の著しい差違は特l乙自活種の%で認められ， 10.S杉の差があった．植物寄生
種中イネネモグリセンチュウ Hirschmanniellaoryzae）の検出虫数は隣接水田の約%程度で，
かなり少なかった．山田氏の言によれば，まだ根ぐされが少々出るが，これが出なくなった
ら，もっと収量は高まるという．
資料 8
久留米農林省園芸試験場九州支場のイチヂク畑土の線虫相について
(I) 目的と採集地：久留米農林省園芸試験場九州支場の河瀬技官から，供試イチヂク畑土の線
虫相の調査を依頼され，持参された土壌について 50gr土中の線虫相を調査した．
(2) 採集月日：昭和38年（1963年） 6月．
(3）調査方法：持参された土壌をよく混合し．乙れより 50grを選出し， Baermann氏法によ
第 6 表：
A. Plant parasitic nematodes (50 gr. soil) 
Roytlenchulus sp・ 7 
Helicoりlenchuseヮthrinae 2 
x；伊hinemasp. 
Meloidogyne incognita acrita 22 
乃lenchusゆ・ (I) 
I/ sp. (2) 
total (34) (27. 6 % ) 
B. Free leving nematodes 
Rhabditis sp. 44 
Plectus sp. 12 
Cephalobus sp. 7 
Monhystera sp. 
Dorylaimusゆ・（I) 1 
， (2) 
， (3) 
total (77) (62. 4 % ) 
C. Predaceous nematodes 
Mononchus sp. ( 1) 5 
， (2) 2 
， (3) 5 
total (12) (9.8%) 
Total 123 (100.0%) 
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って線虫を分離（25°C,24時間）検鏡した．
(4) 調査結果：第6表に示すとおりである．すなわち，全検出虫数の約18%のものがサツマイ
モネコブセンチュウ（Meloidogyneimcognita acrita）の幼虫であり，比軟的高密度lζ ネコプ
センチュウが繁殖していた．なお植物寄生種は全検出虫数の27.6%を占めており，捕食種と
しては Mononchus属のもの3種が検出出来た．
資料 7
久留米農林省園芸試験場九州支場内でのテッポウユリの連作障害防除試験の試験土壌の線虫相
の比較について
(1) 目的と採集地：久留米園芸試験場花井研究室（田村輝夫技官）と佐賀大学農学部植物保護
学研究室（横尾多美男教授）との共同研究として，テッポウユリの連作障害の防除試験を行
ない，試験区の土壌の線虫相の調査を植物保護学研究室が担当した．薬剤区としては DBCP
(Nemagon），クローノレピクリン（99.8%), クロールピクリン（80.0%, トロクロール）の3
区を設け，無処理区との線虫相を各々比較し，連作障害について防除効果を検討した．
処
備考： 1963～1964年ポット試験の結果，クローノレピクリン及び DBCP(Nemagon）施用がテッポウユ
リの連作障害防止に効果がある乙とを明らかにし得たので， 1965年（昭和40年）画場試験を計画
した．（花井研究室）．試験設計は次のとおりである．
。試験圃場の概妥： 1963年IO月から19649月にわたってテッポウユリを無堆肥，主として鶏糞，硫
安，過石，硫酸加盟の施用で栽培を行なった跡地を供試した．
。供試，＼~1f>J［：テッポウユリ久部米 IO号，（木子 5gr .f'iH度）
。試験液量：①クローノレピクリン 99.8%のもの.30cm2当り 2c.c注入
②クローノレピクリン 80%のもの（ドロクローJレ） lfJ上
③ Nemagon 80%乳剤15f'i液30cm2当り 2cc注入（標準区）
① 向 上 11 6cc注入（3倍区）
施用後ビニーノレ被覆を行ない（IO月25日） 2週間後ガスヌキ．
。定植月日：昭和40年 (1965) I I月3日， 3区制， 90cm巾の平陛， lζ9条，株Jm20cm，各区27球
を調査．
。生育調査（昭41.7月）
γ~~￥日［ i 均主均 IJr ~】 平均 球平 重均理 区 発歩合発歩合 数 丈 数
% %代 cm 伯l 開花日 gr 
ネマゴン標準区｜
月日
59.2 JOO 55.0 26. 7 I. 50 6. 7.5 17.4 
ネマゴン 3倍区 I I.0 JOO 4 I.I 16. I I. 07 6. 17. 5 I I.7 
クローノレピクリン区 68.5 JOO 57. 7 36. I 2.60 6. 6.4 27. 7 
ドロクローノレ区 72.2 JOO 58.0 38.5 2.80 6. 5. 5 28.2 
吉正 処 理 区 89.2 JOO 60.0 29.2 2.40 6. 5.8 19.6 
。結果考察： 3月l日の発芽歩合は薬剤処理区ではいずれも低かったか6月27日！とはいずれも JOO
%を示し，これらの薬剤は発芽をおくらすようである．ネマゴン3倍量区では薬害が認められた．
クローノレピクリンの場合はむしろ低濃度の場合に好結果が得られたようである．
(2) 調査方法：昭和41年8月，各試験区の土壌が送られて来たので，これらについて， 50gr
土を選出し，各々 Baermann氏法によって，線虫を分離検鏡した．
(3) 調査結果：第7表に示すとおりである．すなわち無処理区では，植物寄生種は全検出虫数
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の25.7%を占め薬剤処理区lと比べて著しく高率を示していた．薬剤処理区では自活種の占め
る割合がいずれの場合にも高くなっていた．連作障害が認められなかったクロールピクリン
区ではユミハリセンチュウ（Trichodorussp）やネコプセンチュウ（Meloidogyneinc9gnita 
acrita）ネモグリセンチュウ（Radopholus）が検出出来なかった．
第 7 表：
Control ~~：~~：） (l~~；：!Jo~ 3) Chrolo~icrine Dorochlor (99. %) (80. 0%) 
Free-living Nematodes: 
Rhabditis sp. 。 8 26 43 
Cephalobus sp. (a) 。 36 。 6 15 
(b) 57 60 12 I 130 
(c) 40 30 129 95 44 
Acrobeloides sp. 20 。 。 。 。
Doワlaimussp. (a) 8 。 。
(b) 8 2 2 。 。
(c) 8 。 。 。 。
Plectus sp. 12 。 。 。
Monhystera sp. 。 2 2 2 
Achromadorida sp. 。 2 。
Total 152 140 148 140 236 
% 74.3 81. 5 96.0 98.5 98.0 
Plant-parasitic Nematodes : 
Aphelenchus avenae 24 。 2 3 
Aphelenchoidesゆ． 16 。 。 2 
乃lenchussp. 4 。 4 。 。
Trichodorus sp. 16 22 。 。 。
Radopholus s戸． 4 。 。 。 。
Meloidogyne acrita 8 。 。 。 。
Total 72 22 6 2 5 
% 25. 7 18. 5 4.0 I. 5 2.0 
Carnivorous Nematodes : 。 。 。 。 。
Total 224 162 154 142 241 
(4) 考察：テッポウユリの連作障害はクロールピクリンを施用する乙とによっても防除出来る
ょうであり，効果があった区では，ユミハリセンチュウ，ネコプセンチュウ，ネモグリセン
チュウなどが検出出来なかったが，このことは乙れらの植物寄生種が連作障害になんらかの
関連をもっているのではなかろうかとの疑をなげかけるようであり，今後さらに調査を進め
るべき課題のーっといえるようである．なお捕食種iが無処理区を含めていずれの区でも検出
出来なかったことについては，試験闘場が主！Pm肥であったことにも関連しているものとみて
よいだろう．
資料 8
北海道札幌市近郊の民有樹苗畑のトドマツ床替苗畑のネグサレセンチュウ Pratylenchus の種
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類の同定について
(1) 目的と採築地：昭和42年（1967)4月，北海道林業試験場長名で札幌市近郊の民有トドマ
ツ苗畑土から分離されたネグサレセンチュウ（Pratylenchus）の種類（橋本平一技官採集）
の同定を依頼されたので，種の同定を行なった．苗畑では生育障害が顕著に現われていたと
l）う．
(2) 調査結果：体細部を検鏡調査した結果 Pratylenchuspenetrans (Cobb, 1917) Chitwood & 
Oteifa, 1952と同一種であると同定した．なお Dimensionsは次のとおりであった．既知日
本産のものとの比較表をかかげておく．（第8表参照）
第 8表： 8本産既知P・penetransの♀の Dimensionsとの比較
~ 東京，練馬の人参 神奈川，小田原の 東京，練馬の 北海道トドマ（横尾） イチゴ（横 尾） ゴボウ （後藤昭） ツ市（横尾）
調査個体数 36 21 22 15 
体 長 mm 0.382(0.317～o. 458) 0.540(0.484～o. 628) 0. 511(0.460～0.625) 0.400～ 0.547 
a 21.1(17.5～25.0) 24.3(22.4～26. 9) 23. I (20. 6～25.8) 20.0～26.。
b 4.3( 3.8～ 5. I) 3.8( 3.4～ 4. 4) 6.9( 5. 7～ 8. 7) 4.2～ 5.0 
b’ 9.6( 8. I～12. 5) 9.3( 8.4～10. 0) 9.0( 7.5-10.4) I 8.4～IO. 0 
c 17.9(15.0～21. 4) 16. 8(15. I～18. I) 19.6(17.6～24. 0) 16.0～18.。
v (%) 79. 3(76.0～81. 8) 80. 1 (77. 1～82.5) 81. 3(80. 0～85. 0) 78.0～82.。
日 主｜ 長 μ 13 ／’内外 17 ！＇内外 15. 5 (14. 0～17. 0) 14.5～17.。
子＇；＇f技Ii釜門休Il I. 0内外 1 n rh外 ! I. l ( 0.6～ I. 7) I. 0内外
vm考：横尾が久-WI米農林省関~：試験場九州支場．桃閑土峻から検 /JI (1965年3月） した Ppenetransの
Dimensionsも附記しておく．
♀（n=21): L=O. 552mm (0. 44～0. 740mm); a=30.0 (24.4～35.6); b=4.2 (3.3～6.3); b'=9.3 
(8. 3～1 1.2); c=l9.0 (11.6～27. 4); e=6. 5 (4. 9～7. 7); V=79.5% (72.0～86. 5%); 
G, =30. 5% (22. 5～48.3%); G2=4. 7% (3.4～8. 3），仁IH長 14.31 (13. 8～15.0p) 
会（n=16): L=O. 513mm (0. 450～0. 620mm); a=27. 0 (23. I～37. 3); b・A. 0 (3. 2～5. 2); b’＝8. 7 
(6. 3～10. 6) ; c = 18.8 ( 16.7～23.0);e=6.6(5.6～8.0); T=54.0% (41. 7～64.3%); 
口針長 14.3p(12.8～15. 011）；交接刺長 15.8,u(15.0～17. 5p）；副刺 6.1μ (4.0～ 
7. 5 fl). 
